
大学サミットの開催
 背景・課題

 対 応
① 新たな対応策の検討
 ・地域産業に寄与する人材の育成
 ・大学の持つ研究資源の活用 等
② 県内大学への入学者数の確保
 ・小中高校生へのアプローチ
 ・産業界と連携した社会人の学び直し 等

    「地域が大学を知る・大学が地域を知る」
 ・小中高校生を対象に、学生が県内大学の魅力や特色ある
  教育研究を紹介する。～しずおかの大学生一日体験～

2018

2040年に向けた高等教育
のグランドデザイン策定
（中央教育審議会）

2022

出生数80万人
割り込み

2023

私大600校のうち
1/2が定員割れ

2040

大学入学者は2021年比
▲17万人（約46万人（推計））

2050

大学入学者は約43万人（推計）
大学の定員は３割埋まらず

 グランドデザインの大幅な修正が必要
 ⇒2040年以降の社会を見据えた在り方
  の検討を開始（2023.9→2025.3答申）

  県内においても大学が淘汰
  →高等教育の機会の喪失、若者の県外流出の加速
   →地域社会を担う人材の不足、地域の衰退

地域と大学が地域の課題を共有し、解決に
向けて議論する場の構築が必要

開催概要
開催日：令和6（2024）年12月8日（日）
場 所：グランシップ（静岡市）
テーマ：「人口減少社会における高等教育機関と地域の共創」

 取組の柱

① 新たな対応
  策の検討

② 県内大学へ
  の入学者数
  の確保

    「地域が大学を考える・大学が地域を考える」
 ・産学官が本県の大学を取り巻く状況や在り方を共有し、
 大学と地域の将来像を考える。 ⇒ 共同宣言

産学官によるネットワークの構築

R6（2024） R7（2025） R8（2026）～

産学官によるネットワークを構築し、
人口減少社会における高等教育の
在るべき姿の実現を目指す

実施主体：静岡県
     ふじのくに地域・大学コンソーシアム

大学サミットの開催

（静岡県スポーツ・文化観光部 大学課）

大学サミット

2024

出生数70万人
割り込みの公算


